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学習課題：シート越しに見えている鉛筆は、なぜ消えるのだろうか。



〈レンチキュラーシートについて〉

• シリンドリカルレンズとも
呼ばれる。

• 身近な使用例として
駄菓子のおまけ
レーザープリンター
コピー機
バーコードのスキャニング
ホログラフィー装置
レーザー投影機

→このシートは、凸レンズの性質を利用したシートである。



１ 「学習の個性化」を充実することで期待する姿

・身近な自然現象に対して、疑問を持ち、仮説を
設定して、既存の知識を活用して解決策を考え、
課題を解決していく姿



２ 「学習の個性化」を促す手立て

① これまでの学習プリントの活用

➁ 実験方法における支援（方眼紙、大きな凸レンズ）



① これまでの学習プリントの活用

授業で獲得したスキル
【知識】光の性質
（直進、反射）

【技能】対称性を使った
反射の作図法

【知識】反射の規則性
光の性質（屈折）

【思考】妥当性の根拠

【技能】凸レンズを
使った
屈折の作図法本時



➁ 実験方法における支援（方眼紙、大きな凸レンズ）

・方眼紙

→色鉛筆の高さは関係しない。
→矢印のようなシートの方向のみ、線が消えている。



➁ 実験方法における支援（方眼紙、大きな凸レンズ）

・方眼紙

→矢印の方向に描かれた線が、だんだん太くなる。そして消える。
→矢印の方向は拡大（拡張？）されている。



➁ 実験方法における支援（方眼紙、大きな凸レンズ）

・大きな凸レンズ

→シートと同じような現象が、大きな凸レンズでも再現できる。



〈期待する生徒の姿〉
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本時の具体目標 「自分の言葉で表現する」の具体例

→授業後に記述をもとに、レベルで分け

レベル 具体的な内容

４
光の屈折の本質が理解できていて、シートのしくみを

凸レンズの延長として捉えられている。

３
光の屈折、シートのしくみについて、ともに一定の理

解はある。ただ、本実験の説明にはあいまいさがある。

２
光の屈折について一定の理解はあるが、シートのしく

みと結び付けて考えられていない。

１
光の屈折の理解にあいまいな点があり、シートのしく

みまで至らない。

※文章だけでなく、図が正確かどうかと組合せて評価



レンズの仕組み

図１ レンチキュラーシートのレンズ
の断面を表した図

→曲面を持つ断面では、光が屈折し、
像が視認しづらくなる。

図２ レンチキュラーシートのレンズ
を通る光を表した図

→レンズを通る光は直線状に
集光する。

吉本健義* 宮下芳明*（2022）レンチキュラ構造を利用した可食光学迷彩の提案
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